
県
議
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
１
日
目
（
６
月
25
日
）
は
、
知

事
の
議
案
説
明
で
し
た
。
国
会
で
い

え
ば
、
首
相
の
施
政
方
針
演
説
で
す
。

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

知
事
は
①
能
登
半
島
地
震
へ
の
対

応
、
②
佐
渡
の
金
山
の
世
界
遺
産
登

録
、
③
子
育
て
支
援
、
④
脱
炭
素
社

会
へ
の
転
換
、
⑤
デ
ジ
タ
ル
改
革
の

実
行
、
⑥
柏
崎
刈
羽
原
発
、
⑦
地
域

医
療
、
な
ど
の
主
要
課
題
に
対
す
る

取
組
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
上
越
地
域
の
私
た
ち

が
注
意
す
る
べ
き
は
、
⑦
の
地
域
医

療
に
つ
い
て
で
す
。

ま
ず
、
知
事
は
上
越
医
療
圏
に
つ

い
て
、
３
月

の
上
越
地
域

医
療
構
想
調

整
会
議
で
、

圏
域
全
体
の

抜
本
的
な
医

療
再
編
に
つ

い
て
、
中
核

病
院
の
集
約

に
よ
る
機
能

強
化
や
、
身

近
な
病
院
の
機
能
・
規
模
の
適
正
化

な
ど
大
枠
の
方
向
性
が
合
意
さ
れ
、

今
後
は
「
早
期
の
と
り
ま
と
め
に
向

け
、
丁
寧
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
組
を
進
め
る
」
と
し
ま
し
た
。

次
に
、
県
立
病
院
が
令
和
５
年
度

で
約
23
億
円
の
赤
字
を
計
上
し
、
危

機
的
な
財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
、
県
立
病
院
の
役
割
を
見
直
し

て
い
く
旨
強
調
し
ま
し
た
（
詳
し
く

は
裏
面
参
照
）
。

今
後
は
上
越
地
域
に
お
い
て
も
病

院
の
規
模
の
適
正
化
・
縮
小
化
を
具

体
化
す
る
見
込
み
で
す
。
県
主
導
の

病
院
再
編
で
い
い
の
か
ど
う
か
、
私

た
ち
も
意
見
を
集
約
し
て
行
政
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
議
会
で
は
、
約
17
億
８
０
０

０
万
円
の
増
額
補
正
予
算
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
次
の
と
お
り
。

①
新
潟
県
な
り
わ
い
再
建
支
援
事
業

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
し
た

中
小
企
業
等
の
復
旧
・
復
興
を
推
進

す
る
た
め
、
施
設
や
設
備
の
復
旧
等

の
事
業
再
建
に
係
る
経
費
の
支
援
。

予
算
額
は
10
億
３
８
５
７
万
円
、
中

小
企
業
等
に
直
接
支
援
す
る
も
の
で
、

補
助
率
は
４
分
の
３
以
内
で
す
。

②
液
状
化
被
災
宅
地
復
旧
支
援
事
業

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
液
状
化
被

害
を
受
け
た
宅
地
の
早
期
復
旧
の
た

め
、
所
有
者
が
実
施
す
る
宅
地
の
復

旧
に
要
す
る
経
費
の
支
援
。
予
算
額

は
６
億
８
８
２
６
万
円
、
市
町
村
を

対
象
に
支
援
す
る
も
の
で
、
補
助
率

は
２
分
の
１
以
内
で
す
。

③
原
子
力
防
災
対
策
費

柏
崎
刈
羽
原
発
発
電
所
周
辺
地
域

の
住
民
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
原
子
力
災
害
時
の
住
民
避
難

を
円
滑
に
す
る
た
め
の
避
難
路
整
備

に
係
る
事
前
調
査
。
予
算
額
は
５
２

９
７
万
９
０
０
０
円
。

①
、
②
は
、
被
災
者
の
た
め
の
復

旧
復
興
予
算
で
必
要
で
す
。
ま
た
、

③
も
原
発
事
故
の
避
難
路
整
備
の
た

め
の
調
査
（
今
も
使
用
済
み
核
燃
料

が
あ
り
、
再
稼
働
し
て
い
な
い
現
在

で
も
原
発
事
故
は
起
こ
り
う
る
）
で

す
か
ら
必
要
で
す
。

財
源
は
、
県
の
財
政
調
整
基
金

（
貯
蓄
）
か
ら
約
12
億
円
、
国
庫
支

出
金
か
ら
５
億
７
２
０
０
万
円
に
な

り
ま
す
。
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馬
場
ひ
で
ゆ
き
の
活
動
日
誌

７月６日の未明、どしゃぶりの雨に思わず飛び起きました。すっごい音量で雨が降るものですから、今度は豪雨災害かと思いましたが、しばらくして落ち着きました、やれやれやれ 。

（
訂
正
）

日
時
変
更
の
お
願
い

前
回
26
号
で
、
「
上
野

こ
う
え
つ
市
議
と
馬
場
ひ

で
ゆ
き
の
市
政
・
県
政
報

告
会
」
の
ご
案
内
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
左
記
の
通
り
開

催
日
時
を
変
更
い
た
し
ま

す
。
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

「
上
野
こ
う
え
つ
市
議

と
馬
場
ひ
で
ゆ
き
の
市

政
・
県
政
報
告
会
」

日
時

７
月
30
日
（
火
）

14
時
～
16
時

場

所

土
口
集
落
の

公
民
館

（
桑
取
地
区
）

知
事
の
議
案
説
明

令
和
６
年
度
補
正
予
算
案



●
新
潟
県
の
病
院
合
理
化
計
画

県
は
、
令
和
５
年
度
の
県
立
病
院

の
決
算
が
23
億
円
の
赤
字
に
な
っ
た

こ
と
、
令
和
６
年
度
も
43
億
円
の
赤

字
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
、
県
立
病

院
の
経
営
改
革
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

病
院
事
業
会
計
で
は
、
毎
年
150
億

円
程
度
を
一
般
会
計
か
ら
繰
入
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
繰
入
後
も
毎
年
度
30

億
円
の
赤
字
が
発
生
し
て
い
る
、
こ

の
ま
ま
で
い
く
と
、
内
部
留
保
資
金

が
枯
渇
し
て
し
ま
う
、
そ
の
た
め
、

病
院
事
業
の
経
営
体
質
を
30
億
円
程

度
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

の
が
県
の
考
え
で
す
。

左
の
図
は
、
県
の
病
院
局
が
議
会

に
提
出
し
た
資
料
を
も
と
に
私
の
事

務
所
で
作
成
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

病
院
の
合
理
化
計
画
は
、
直
接
に
上

越
地
域
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、

あ
え
て
皆
さ
ん
に
も
み
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
作
成
し
ま
し
た
。

上
の
図
は
、
病
床
利
用
率
、
つ
ま

り
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
が
効
率
よ
く
回
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
を
表
し
た
も
の
、

下
の
図
は
医
療
収
入
に
対
す
る
給
与

費
の
割
合
、
％
の
数
値
が
高
け
れ
ば

人
件
費
が
割
高
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
緑
は
同
規
模
の
病
院
、
青
は

地
元
の
地
域
病
院
で
す
。

こ
れ
を
み
れ
ば
、
松
代
、
妙
高
、

柿
崎
な
ど
の
地
域
病
院
が
同
規
模
の

類
似
の
病
院
の
平
均
値
に
比
較
し
て

病
床
率
が
概
し
て
劣
り
、
給
与
費
が

か
な
り
割
高
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

県
は
、
こ
う
い
う
統
計
デ
ー
タ
を

も
と
に
し
て
、
地
域
病
院
の
合
理
化

を
計
画
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

●
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

効
率
性
の
観
点
か
ら
各
地
元
の
病

院
運
営
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
は

わ
か
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て

た
だ
ち
に
病
院
の
機
能
を
縮
小
し
て

し
ま
う
こ
と
に
は
同
意
で
き
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
柿
崎
病
院
は
頸
北
地
域

の
核
に
な
っ
て
い
る
病
院
で
す
。
同

病
院
の
救
急
体
制
が
仮
に
な
く
な
っ

た
ら
、
救
急
患
者
は
中
央
病
院
に
ま

で
搬
送
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

高
速
道
路
を
利
用
し
て
も
30
～
50
分

は
か
か
り
ま
す
。
助
か
る
命
も
助
か

ら
な
い
の
で
は
と
い
う
声
を
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

妙
高
病
院
も
同
じ
で
す
が
、
妙
高

は
冬
季
に
ス
キ
ー
客
で
賑
わ
い
ま
す
、

ス
キ
ー
で
の
骨
折
事
故
な
ど
に
も
迅

速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
地
域
に
救

急
医
療
が
で
き
る
医
療
施
設
が
不
可

欠
で
す
。

デ
ー
タ
を
み
て
、
県
の
話
を
う
の

み
に
せ
ず
、
私
た
ち
か
ら
提
言
を
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
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二年目は、出来る限り県政の諸課題を深く分析することが自分の目標です。議会にいるときは、県の職員さんたちにいろんな質問をぶつけてます。その努力の成果は今後の日誌で披露していきますね 。
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県議２年目になりました。１

年目は、今から思えば、五

里霧中で毎日毎日、朝起き

ても霧の中にいる感じで、ど

ういうことをしたらいいのかさっぱりわからない。周

りから言われたこと、予定された行事や議会の仕

事をこなすことに精一杯でした。途中でとめども

なく不安になり、ついついその不安を口にも出し

ました。皆さんも、「ババ、大丈夫か？」と不安に

なったのではないかと思われます。

それでもなんとか１年を終えました。年間を通し

てどんな予定や行事があるのかがわかりました。

なので、二年目は仕事の調整もうまくつけるよう

になりました。それから、県庁や上越地域振興局

の皆さんと少しですが、親しくなれました。皆さん、

こちらが質問や要請をすれば、きちんと対応して

くださいます。それは、無所属とか会派とは関係

なくです。今まではどうしていいのかわからずに

遠慮していましたが、これからはどんどん積極的

に職員の皆さんと情報を交換したり、要請に出向

いたりしようと思います。 今年は、昨年以上に勉

強し、事柄をもっともっと深く掘り下

げていきたい。今後もよろしくお願い

いたします。

コーシー

Break
病床利用率＝年延入院患者数 /年延病床数

職員給与費対医業収益比率＝職員給与費 /医業収益

医
療
再
編
に
つ
い
て
考
え
る

県
の
改
革
案
に
ど
う
向
き
合
う
か
？


